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④  他の人が書いている図形の模倣 

 これは特に、前述した「全員が同じオノマトペを記載」したグループに多い傾向がある。

特に 2022 年度後期における大学 Aの２コマの授業のうちｂのクラスに集中している。具体

的に図 4 に示した 2 枚のようなイメージである。書かれるオノマトペも同じ、描かれた図

形楽譜もほぼ同一という状況である。ａのクラスと同じ指示をして活動をしたはずである

が、「オノマトペは班で揃えなきゃいけないと思っていたので、班で行動してもみんなそれ

ぞれ違う内容を書いて良いという説明があったら分かりやすいと思った。」(2022 大学 A 後

期)という感想もあったことから、補助説明が必要であったのだと思われる。また、前述し

たとおり活動に不慣れで、自信がないので絵を書き写した、ということも考えられよう。 

  

 このような傾向があるが、五線譜や言葉だけで記載するのが難しい場合において、言語化

を突き詰めるのではなく、絵や音での表現も選択肢として与えると、表現の可能性が広がっ

ていくものと考えられる。 

 

５ 音の記録に関する授業③クイズ大会 

サウンドウォークで集めたオノマトペは、様々な方向性に発展することができる。その中

で、クイズ大会にするという実践を報告する。 

 

（１）出題の準備・ルール 

 グループ内でオノマトペを紹介しあう。その後、共通のテーマであり、かつ共感できるも

のからクイズにできそうな音を 1〜2 問設定する。その際、例えば「大学正門前からバスが

出発する音」などのように、解答の方法を「○○が●●する音」の形に統一した。そして、

メンバー全員で該当の音をオノマトペで発語する。タイミングは一緒でもいいし、役割分担

をしてずらすなどしても構わないこととした。 

 ルールは、早く解答したら、当てたチームに 5 ポイント与えることとした。と同時に、早

く当てられたチームにも 5 ポイント与えた。なかなか正解が出ない場合は、小出しにヒント

を与えていく。そしてその都度ポイントが下がっていくこととした。そして、当てられた後、

テーマを発表するようにした。このように、当てたチームも当てられたチームにも得点が入

る仕組みである。この理由は、以下の通りである。 

図４ 図形楽譜例３（模倣） 
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図 7 自由記述から（テキストマイニング） 

 

 共起ネットワークは図 7 の通りである。共起回数については、関連語検索機能を用いる

と、表 6にある通り「音-表現」（121）「音-聞く」（109）「音−オノマトペ」（101）「表現−オ

ノマトペ」（89）「音-自分」（64）「オノマトペ−難しい」（58）「面白い−音」「難しい−音」（と

もに 48）と続いた。この他にも「難しい−表現」が 35、「面白い−表現」が 34 と拮抗してい

るのが特徴的である。	
 KWIC コンコーダンス機能で調べると、「難しい」については「オノマトペを固定概念にと

らわれずにつけるのは難しい」（2022 大学 A後期）というものもあったが、「オノマトペは	
	

表 6 自由記述（講義の感想）関連語（出現回数 100以上）	

抽出語	 品詞	 出現

回数	 共起関連語（30語以上）	

音	 名詞 C	 555	
表現（121）聞く（109）オノマトペ（102）自分（64）面白い（48）難しい（48）	
聞こえる（47）耳（41）違う（41）身の回り（36）探す（35）表す（32）生活
（30）活動（30）	

オノマトペ	 タグ	 277	 音（102）表現（80）難しい（58）自分（41）聞く（41）	
表現	 サ変名詞	 246	 音（121）オノマトペ（80）自分（44）聞く（41）難しい（35）面白い（34）	
聞く	 動詞	 194	 音（109）表現（41）オノマトペ（41）	
音楽	 名詞	 135	 授業（31）	
自分	 名詞	 135	 音（64）表現（44）オノマトペ（41）	
難しい	 形容詞	 121	 オノマトペ（58）音（48）表現（35）	
授業	 サ変名詞	 106	 音楽（31）	
楽しい	 形容詞	 101	 ＊30語以上は、なし	
面白い	 形容詞	 101	 音（48）	
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（２）今後に向けて 

① アウトプットの工夫 

小林(2003)の実践で、「音の出る地図」の活動報告がある20。これは総合的な学習として、

地域の音を録音し、Office の Word の地図に音声を収録して、デジタルデータとしてまとめ

るという活動である。活動の途中の段階で、聴いた音をオノマトペで表現するという活動が

含まれている。これを応用し、クラウドに地図を掲示し、クリックすることで音風景および

表現したオノマトペを掲示できるようにすることができると考えられる。この方法であれ

ば、学校教育においてもデータをクラウドで管理できれば実践可能である。 

また、日本音楽教育学会第 44 回弘前大会（2013）の際は、弘前大のゼミ生が「本」の音

をテーマに、一定のテンポに乗って様々な音を出し、芸術音楽のような作品に仕上げてい

た。身近にある音を用いての作品は、大変意欲的なものであった。このような活動は、一定

のテンポを示してそれに乗せる形であれば、ヒップホップの雰囲気もあり、児童は楽しみな

がらできるのではないだろうか。 

これらの例のように、我々音楽科が学校教育において環境音を取り扱う際に、どこを帰着

点にすればよいか、様々な取り組みが行われている。初等教育における望ましい帰着点につ

いて、今後も検討する必要がある。 

 

② 他教科と連携した授業内容の検討 

サウンドウォークの活動の際、はじめにウォーミングアップを行い、自由で豊かな表現に

なるよう工夫をしても、実際には既存のオノマトペを記載する学生が一定数見られた。この

ことから、オノマトペの表現力の育成にあたっては、1 つの授業内で身につくものではなく、

初等教員養成のカリキュラムの中で、他の科目とともに体系的に学ぶ必要があると言える。

教員としてオノマトペの表現力を身につけることは、子どもの豊かな感性を発現させる能

力として必要であり、音楽科の枠にとどまるものではないと考える。 

今後の課題として、他教科との連携をとりながら、オノマトペの扱い方の共有を図り、学

生の感性を高める授業内容を検討していく必要がある。その際に、既存のものに固定するこ

となく、自由な発想から生成されたオノマトペが生かせるようにすることが求められよう。 

 

 

 本論文は、第 1 筆者が１（１）（２）、２（２）、３〜７、第 2 筆者が１（３）、２（１）、

８（１）を担当し、１（４）と８（２）は共同で作成した。 
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